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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
（Ａ）分子鎖末端が、一般式：
【化１】

［式中、Ｒは炭素原子数１～２０の置換もしくは非置換の１価炭化水素基または水酸基で
あり、全Ｒの８０モル％以上は１価炭化水素基であり、Ｒ2は炭素原子数１～１０の２価
炭化水素基であり、Ｒ3およびＲ4は水素原子または炭素原子数１～２０の置換もしくは非
置換の１価炭化水素基である。ａは０～５の整数であり、ｐは０～２の整数であり、ｑは
０～２の整数であり、ｒは１であり、（ｐ＋ｑ＋ｒ）＝３である。］で示される基であり
、かつ、分子内の全シロキサン単位の３０モル％以上が、一般式：
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【化２】

（式中、Ｒ，Ｒ2，Ｒ3，Ｒ4およびａは前記と同じである。）で示されるアミノ基含有ジ
オルガノシロキサン単位であり、その重合度が１０～５００の範囲である直鎖状のアミノ
基含有ポリオルガノシロキサンと、（Ｂ）一般式：

【化３】

［式中、Ａはトリアルキルシリル基，水素原子または炭素原子数１～２０の置換もしくは
非置換の１価炭化水素基であり、Ｒ，Ｒ2，Ｒ3，Ｒ4およびａは前記と同じである。ｘは
１以上の整数であり，ｙは０または１以上の整数であり、ｙ／（ｘ＋ｙ）は０．１以下で
ある。］で示されるポリジオルガノシロキサンを主成分とすることを特徴とする合成繊維
処理剤組成物。
【請求項２】
（Ｂ）成分中のＡが、水素原子または炭素原子数１～２０のアルキル基である請求項１に
記載の合成繊維処理剤組成物。
【請求項３】
（Ｂ）成分が、ｙが０であるポリジオルガノシロキサンと、ｙが１以上の整数であるアミ
ノ基含有ポリジオルガノシロキサンの混合物である請求項１に記載の合成繊維処理剤組成
物。
【請求項４】
合成繊維製詰め綿用処理剤である請求項１～３のいずれか１項に記載の合成繊維処理剤組
成物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は合成繊維処理剤組成物に関する。詳しくは、合成繊維製詰め綿に良好な平滑性、
反発性等の特性を付与し得る合成繊維処理剤組成物に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、詰め綿用の合成繊維としてポリエステル繊維やアクリル繊維が使用されており、特
にポリエステル繊維は、ナイロン，ポリ塩化ビニル，ポリプロピレン等の合成繊維に比べ
て圧縮弾性率が高く圧縮回復性に優れているため、布団綿，枕，クッション，縫いぐるみ
等の詰め綿用ステープルファイバーとして好適に使用されている。このようなポリエステ
ル繊維やアクリル繊維に平滑性や反発性を付与するために、これまで数多くのシリコーン
系の繊維処理剤が提案されており、例えば、高重合度ポリジメチルシロキサンとアミノ基
含有アルコキシシランからなる処理剤（特公昭５１－３７９９６号公報参照）、エポキシ
基含有シロキサンとアミノ基含有アルコキシシランを主成分とする処理剤（特公昭５３－
１９７１５号公報および特公昭５３－１９７１６号公報参照）、アミノ基含有シロキサン
、エポキシ基含有シロキサン、アミノ基含有アルコキシシランからなる処理剤（特公昭５
８－１２３１号公報参照）、アミノ基含有シロキサンとアミノ基含有アルコキシシランを
主成分とする処理剤（特公昭５８－１７３１０号公報および特開平７－３０５２７８号公
報参照）が知られている。しかしながら、これらの処理剤はいずれも平滑性付与成分とし
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てアルコキシシランの配合が不可欠であり、このため処理時に該アルコキシシランからア
ルコールが副生し、例えばメトキシシランを配合してなる処理剤の場合はメタノールが副
生して作業環境を汚染し、ひいては火災爆発を引き起こす恐れがあるという問題点があっ
た。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
本発明者らは上記問題点を解消するために鋭意検討した結果、分子鎖末端が特定されたア
ミノ基含有量の多いアミノ基含有ポリオルガノシロキサンと、アミノ基含有量の少ないア
ミノ基含有ポリジオルガノシロキサンまたはアミノ基を含有しないポリジオルガノシロキ
サンの組合わせが有効であることを見出し、本発明に到達した。
すなわち、本発明の目的は、合成繊維、特に合成繊維製詰め綿に対して良好な平滑性およ
び反発性等の優れた風合いを付与し得る合成繊維処理剤組成物を提供することにある。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
本発明は、（Ａ）分子鎖末端が、一般式：
【化４】

［式中、Ｒは炭素原子数１～２０の置換もしくは非置換の１価炭化水素基または水酸基で
あり、全Ｒの８０モル％以上は１価炭化水素基であり、Ｒ2は炭素原子数１～１０の２価
炭化水素基であり、Ｒ3およびＲ4は水素原子または炭素原子数１～２０の置換もしくは非
置換の１価炭化水素基である。ａは０～５の整数であり、ｐは０～２の整数であり、ｑは
０～２の整数であり、ｒは１であり、（ｐ＋ｑ＋ｒ）＝３である。］で示される基であり
、かつ、分子内の全シロキサン単位の３０モル％以上が、一般式：
【化５】

（式中、Ｒ，Ｒ2，Ｒ3，Ｒ4およびａは前記と同じである。）で示されるアミノ基含有ジ
オルガノシロキサン単位であり、その重合度が１０～５００の範囲である直鎖状のアミノ
基含有ポリオルガノシロキサンと、（Ｂ）一般式：
【化６】

［式中、Ａはトリアルキルシリル基，水素原子または炭素原子数１～２０の置換もしくは
非置換の１価炭化水素基であり、Ｒ，Ｒ2，Ｒ3，Ｒ4およびａは前記と同じである。ｘは
１以上の整数であり，ｙは０または１以上の整数であり、ｙ／（ｘ＋ｙ）は０．１以下で
ある。］で示されるポリジオルガノシロキサンを主成分とすることを特徴とする合成繊維
処理剤組成物に関する。
【０００５】
【発明の実施の形態】
（Ａ）アミノ基含有ポリオルガノシロキサンは、合成繊維に優れた平滑性と反発性を付与
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するための成分である。このポリオルガノシロキサンは、分子鎖末端が、一般式：
【化７】

で示される基であり、かつ、分子内の全シロキサン単位の３０モル％以上が、一般式：
【化８】

で示されるアミノ基含有ジオルガノシロキサン単位であることを特徴とする。上式中、Ｒ
は炭素原子数１～２０の置換もしくは非置換の１価炭化水素基または水酸基であり、全Ｒ
の８０モル％以上が１価炭化水素基である。一価炭化水素基として具体的には、メチル基
，エチル基，プロピル基，ブチル基，オクチル基，デシル基，ドデシル基，テトラデシル
基等の飽和脂肪族炭化水素基；ビニル基，アリル基等の不飽和脂肪族炭化水素基；シクロ
ペンチル基，シクロヘキシル基等の飽和脂環式炭化水素基；フェニル基，トリル基，ナフ
チル基等の芳香族炭化水素基；およびこれらの基の水素原子の一部がハロゲン原子または
エポキシ基等を含有する有機基で置換された基が例示される。尚、このＲは同一でも異な
っていても良いが、メチル基が最も一般的である。Ｒ2は炭素原子数１～１０の２価炭化
水素基であり、アルキレン基，アリーレン基，アルケニレン基が挙げられるが、エチレン
基またはプロピレン基が最も一般的である。Ｒ3およびＲ4は水素原子または炭素原子数１
～２０の置換もしくは非置換の１価炭化水素基であり、１価炭化水素基の具体例としては
、前記Ｒと同様の基が挙げられる。これらのＲ3およびＲ4は同一でも異なっていても良い
が、水素原子が一般的である。ａは０～５の整数であるが、０または１が一般的である。
ｐは０～２の整数であり、ｑは０～２の整数であり、ｒは１であり、（ｐ＋ｑ＋ｒ）＝３
である。上記したアミノ基含有ジオルガノシロキサン単位の含有率は全シロキサン単位の
３０モル％以上であるが、５０モル％以上であることが好ましく、７０モル％以上である
ことがより好ましい。これは、該アミノ基含有ジオルガノシロキサン単位の割合が３０モ
ル％未満であると所望の効果が得られ難いためである。また、本成分のポリオルガノシロ
キサンを構成する上記アミノ基含有ジオルガノシロキサン単位以外の単位としては、式：
Ｒ2ＳｉＯ2/2，ＲＳｉＯ3/2，Ｒ4－ＮＨ－（ＣＨ2ＣＨ2ＮＲ3）a－Ｒ2－ＳｉＯ3/2，Ｒ3

ＳｉＯ1/2およびＳｉＯ4/2（式中、Ｒ，Ｒ2，Ｒ3，Ｒ4およびａは前記と同じである。）
で示されるシロキサン単位が例示される。これらのシロキサン単位の構成割合は、本発明
の効果を損なわない範囲であれば特に限定されない。本成分の分子構造は直鎖状もしくは
一部分岐を有する直鎖状であり、その重合度が１０～５００の範囲である。このような（
Ａ）成分の製造方法としては、例えば、Ｎ－β－（アミノエチル）－γ－アミノプロピル
メチルジメトキシシランに過剰量の水を加え、これを７０℃に加熱して完全に加水分解し
た後、減圧下で加熱して水とメタノールを除去する方法が挙げられる。この他にも、Ｎ－
β－（アミノエチル）－γ－アミノプロピルメチルジメトキシシランとシラノール基末端
ポリジメチルシロキサンを混合した後、過剰量の水と水酸化カリウムを添加して昇温し、
７０℃でアミノシランを加水分解した後、９０℃で水とメタノールを除去しながらアミノ
シランの加水分解物とシラノール基末端ポリジメチルシロキサンを共重合する方法が挙げ
られる。
【０００６】
このような（Ａ）成分の具体例としては、次の平均式で示されるポリオルガノシロキサン
が挙げられる。
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【化９】

【０００７】
（Ｂ）ポリジオルガノシロキサンは、一般式：
【化１０】

で示される。上式中、Ａはトリアルキルシリル基，水素原子または炭素原子数１～２０の
置換もしくは非置換の１価炭化水素基であり、水素原子あるいは１価炭化水素基が好まし
い。この１価炭化水素基の具体例としては前記Ｒと同様の基が挙げられるが、アルキル基
であることが好ましい。ｘは１以上の整数であり，ｙは０または１以上の整数であり、こ
れらの上限は特に制限されないが、柔軟性、平滑性、反発性を付与するためには、該ポリ
ジオルガノシロキサンの粘度が５０ｍｍ2／ｓ以上となるような値であることが好ましく
、３００～３０,０００ｍｍ2／ｓの範囲となるような値であることがより好ましい。尚、
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ｙ／（ｘ＋ｙ）は０．１以下であり、好ましくは０．０２以下である。これは０．１を越
えると平滑性が十分に発現せず、またアミノ基による黄変が顕著になるためである。Ｒ，
Ｒ2，Ｒ3，Ｒ4およびａは前記と同じであるが、繊維に良好な風合いを与えるために、Ｒ
の８０モル％以上がメチル基であることが好ましい。また、式：－Ｒ2－（ＮＲ3ＣＨ2Ｃ
Ｈ2）a－ＮＨ－Ｒ4で示されるアミノ基は、式：－Ｃ3Ｈ6－（ＮＨＣＨ2ＣＨ2）aＮＨ2で
示される基が一般的である。このような（Ｂ）成分の製造方法は特に限定されないが、具
体的な製造方法として、例えば、水酸化カリウムなどの塩基性触媒の存在下、両末端シラ
ノール基封鎖ポリジメチルシロキサンと、Ｎ－β－（アミノエチル）－γ－アミノプロピ
ルメチルジメトキシシランを９０℃で所定時間反応させた後、酸を用いて塩基性触媒を中
和する方法が挙げられる。尚、（Ｂ）成分は、１種類を単独で使用してもよく、構造の異
なる２種類以上の混合物を使用してもよい。混合物の場合には、上記一般式におけるｙが
０であるアミノ基を含有しないポリジオルガノシロキサンとｙが１以上であるアミノ基含
有ポリジオルガノシロキサンの混合物が好ましく、その混合比率は１：９９～９９：１で
あることが好ましい。
【０００８】
このような（Ｂ）成分の具体例としては、次の平均式で示されるポリジオルガノシロキサ
ンが挙げられる。
【化１１】



(7) JP 4597316 B2 2010.12.15

10

20

30

40

50

【０００９】
（Ａ）成分と（Ｂ）成分の配合割合は、（Ｂ）成分１００重量部に対して（Ａ）成分が１
～５０重量部の範囲であることが好ましく、２～３０重量部の範囲であることがより好ま
しい。
【００１０】
本発明組成物は上記（Ａ）成分と（Ｂ）成分を主成分とするものであるが、必要に応じて
、帯電防止剤，非シリコーン系の有機系柔軟剤，アミノ基やエポキシ基などの反応性基を
有するアルコキシシラン類またはその部分加水分解物，アルキルアルコキシシラン類また
はその部分加水分解物，防腐剤，防黴剤等を添加配合することができる。また、本発明組
成物中のアミノ基による繊維の黄変が問題になる場合は、有機酸またはその酸無水物や、
エポキシ化合物などのアミノ基に対して反応性を有する化合物を加えることにより、アミ
ノ基による黄変を抑えることができる。
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【００１１】
本発明組成物は、通常、各種溶剤で希釈して所望の濃度に調整したり、界面活性剤を用い
て水中に乳化分散してエマルジョンの形態にした後、さらに水で希釈して所望の濃度に調
整してから使用される。特に、水中に乳化分散したエマルジョンの形態が好ましい。乳化
に使用される界面活性剤としては、ラウリル基，セチル基，ステアリル基，トリメチルノ
ニル基等のアルキル基を有するポリオキシエチレンアルキルエーテル類やポリオキシエチ
レンポリオキシプロピレンアルキルエーテル類；ノニルフェニル基，オクチルフェニル基
等のアルキルフェニル基を有するポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル類；ステ
アリン酸，オレイン酸などの脂肪酸に酸化エチレンを付加重合させたポリエチレングリコ
ール脂肪酸エステル類；ポリオキシエチレングリセリン脂肪酸エステル類，ポリグリセリ
ン脂肪酸エステル類などの非イオン性界面活性剤；アルキル硫酸塩，アルキルベンゼンス
ルホン酸塩などのアニオン性界面活性剤；第４級アンモニウム塩，アルキルアミン塩など
のカチオン性界面活性剤；アルキルベタイン，アルキルイミダゾリンなどの両性界面活性
剤が挙げられる。また、エマルジョンの調製方法としては、（Ａ）成分と（Ｂ）成分をそ
れぞれ別々に上記の界面活性剤を用いて乳化した後、２種類のエマルジョンを混合する方
法、（Ａ）成分と（Ｂ）成分を混合した後、上記の界面活性剤を用いて乳化する方法が挙
げられる。このとき、ホモミキサー，ホモジナイザー，プロペラ型攪拌機，ラインミキサ
ー，コロイドミル等の乳化機を使用してもよい。尚、（Ａ）成分のポリオルガノシロキサ
ンは、上記したアミノ基含有ジオルガノシロキサン単位の含有量が多くなると水溶性を有
するので、そのような場合には、（Ｂ）成分のエマルジョンを調製した後、これに（Ａ）
成分をそのまま配合したり、予め（Ａ）成分の水溶液を作成した後、（Ｂ）成分のエマル
ジョンに配合することができる。繊維を処理する際には、上記のような本発明組成物のエ
マルジョンや溶液を浸せきやスプレーなどの手段により繊維に付着させ、次いで乾燥およ
び熱処理を行うのが好ましい。繊維に対する付着量は、本発明組成物のエマルジョンを使
用する場合には本発明組成物が固形分として０．１～３重量％となるような量であること
が好ましい。
【００１２】
以上のような本発明組成物は、合成繊維、特には合成繊維製詰め綿に良好な平滑性、反発
性等の極めて優れた風合いを付与するという特徴を有する。特に、従来、平滑性付与に必
須とされていたアルコキシシランを用いなくても同程度の良好な平滑性を付与することが
でき、処理時に発生するアルコール量を著しく低減できるという利点を有する。
【００１３】
【実施例】
以下、本発明を実施例によって詳しく説明する。実施例中、部とあるのは重量部を意味し
、粘度は２５℃における値である。
【００１４】
【合成例１】
○アミノ基含有ポリオルガノシロキサンＡの合成
Ｎ－β－（アミノエチル）－γ－アミノプロピルメチルジメトキシシラン１００部に水２
０部を加えた後、これらを攪拌しながら７０℃で２時間保持した。次いで、減圧下９０℃
の条件で水およびメタノールを除去することにより、式：
【化１２】

で示される水溶性のアミノ基含有ポリオルガノシロキサンＡを合成した。
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【００１５】
【合成例２】
○アミノ基含有ポリオルガノシロキサンＢの合成
Ｎ－β－（アミノエチル）－γ－アミノプロピルメチルジメトキシシラン１００部、粘度
１００ｍｍ2／ｓの両末端シラノール基封鎖ポリジメチルシロキサン８部および５０％濃
度の水酸化カリウム水溶液０．１部を混合して、これらを攪拌しながら１７部の水を添加
した。次いで８０℃に昇温して２時間保持した後、減圧下９０℃にて水およびメタノール
を除去しながら、３時間保持した。その後、酢酸０．０５部で中和して、平均式：
【化１３】

で示される水溶性のアミノ基含有ポリオルガノシロキサンＢを合成した。
【００１６】
【合成例３】
○アミノ基含有ポリオルガノシロキサンＣの合成
Ｎ－β－（アミノエチル）－γ－アミノプロピルメチルジメトキシシラン１００部、Ｎ－
β－（アミノエチル）－γ－アミノプロピルトリメトキシシラン２．７部、粘度１００ｍ
ｍ2／ｓの両末端シラノール基封鎖ポリジメチルシロキサン３６部および５０％濃度の水
酸化カリウム水溶液０．１部を混合して、これらを攪拌しながら２０部の水を加えた。次
いで８０℃に昇温して２時間保持した後、減圧下９０℃にて水およびメタノールを除去し
ながら、３時間保持した。その後、酢酸０．０５部で中和して、分子鎖末端がシラノール
基で封鎖され、主鎖が平均式：
【化１４】

で示される水溶性のアミノ基含有ポリオルガノシロキサンＣを合成した。
【００１７】
【合成例４】
○アミノ基含有ポリオルガノシロキサンＤの合成
Ｎ－β－（アミノエチル）－γ－アミノプロピルメチルジメトキシシラン１００部に水４
．３部を加えて、これらを攪拌しながら７０℃で２時間保持した。次いで、メタノールを
７０℃の減圧下で除去することにより、式：
【化１５】
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【００１８】
【合成例５】
○ポリジオルガノシロキサンＥの合成
粘度１００ｍｍ2／ｓの両末端シラノール基封鎖ポリジメチルシロキサン１００部、Ｎ－
β－（アミノエチル）－γ－アミノプロピルメチルジメトキシシランを過剰の水で加水分
解した加水分解縮合物１．１部および５０％の水酸化カリウム水溶液０．３部を混合して
、これらを撹拌しながら１４０℃に昇温して２時間保持した。次いで、酢酸０．２部を加
えて中和して、平均式：
【化１６】

で示されるポリジオルガノシロキサンＥを合成した。
【００１９】
【合成例６】
○ポリジオルガノシロキサンＦの合成
粘度１００ｍｍ2／ｓの両末端シラノール基封鎖ポリジメチルシロキサン１００部および
Ｎ－β－（アミノエチル）－γ－アミノプロピルメチルジメトキシシラン１．４部を混合
して、これらを撹拌しながら８０℃に昇温した後、５０％の水酸化カリウム水溶液を０．
３部加えた。次いで、窒素を液中に浸した細管から流しつづけながら、水およびメタノー
ルを除去するために８０℃、６０ｍｍＨｇの減圧下で６時間保持した。その後、酢酸０．
２部を加えて中和して、平均式：
【化１７】

で示されるポリジオルガノシロキサンＦを合成した。
【００２０】
【合成例７】
○ポリジオルガノシロキサンＧの合成
粘度１００ｍｍ2／ｓの両末端シラノール基封鎖ポリジメチルシロキサン１００部および
Ｎ－β－（アミノエチル）－γ－アミノプロピルメチルジメトキシシランの加水分解物４
．０部を混合して、これらを撹拌しながら８０℃に昇温した後、５０％の水酸化カリウム
水溶液を０．３部加えた。次いでこれに、窒素を液中に浸した細管から流し続けながら６
時間保持した。その後、酢酸０．２部を加えて中和して、平均式：
【化１８】
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で示されるポリジオルガノシロキサンＧを合成した。
【００２１】
【合成例８】
○ポリジオルガノシロキサンＨの合成
粘度１００ｍｍ2／ｓの両末端シラノール基封鎖ポリジメチルシロキサン１００部に５０
％の水酸化カリウム水溶液０．３部を加えて、これらを撹拌しながら５０℃に昇温して１
時間保持した。次いで、酢酸を０．２部加えて中和して、式：
【化１９】

で示されるポリジオルガノシロキサンＨを合成した。
【００２２】
【合成例９】
○アミノ基含有ポリオルガノシロキサンＡ～Ｄの水溶液の調製
合成例１で得られたアミノ基含有ポリオルガノシロキサンＡ５０部を水５０部と混合して
、５０重量％水溶液（ＳＡ）を調製した。合成例２で得られたアミノ基含有ポリオルガノ
シロキサンＢ５０部を水５０部と混合して、５０重量％水溶液（ＳＢ）を調製した。合成
例３で得られたアミノ基含有ポリオルガノシロキサンＣ５０部を水５０部と混合して、５
０重量％水溶液（ＳＣ）を調製した。合成例４で得られたアミノ基含有ポリオルガノシロ
キサンＤ５０部を水５０部と混合して、５０重量％水溶液（ＳＤ）を調製した。
【００２３】
【合成例１０】
○ポリジオルガノシロキサンＥ～Ｈのエマルジョンの調製
合成例５で得られたポリジオルガノシロキサンＥ３００部を、非イオン界面活性剤として
ポリオキシエチレン（６モル）ラウリルエーテル４０部を用いて、ホモミキサーにより水
２６０部に乳化分散させて、ポリジオルガノシロキサンを５０重量％含有するエマルジョ
ン（ＥＥ）を調製した。合成例６で得られたポリジオルガノシロキサンＦ３００部を、非
イオン界面活性剤としてポリオキシエチレン（６モル）ラウリルエーテル４０部を用いて
、ホモミキサーにより水２６０部に乳化分散させて、ポリジオルガノシロキサンを５０重
量％含有するエマルジョン（ＥＦ）を調製した。合成例７で得られたポリジオルガノシロ
キサンＧ３００部を、非イオン界面活性剤としてポリオキシエチレン（６モル）ラウリル
エーテル４０部を用いて、ホモミキサーにより水２６０部に乳化分散させて、ポリジオル
ガノシロキサンを５０重量％含有するエマルジョン（ＥＧ）を調製した。合成例８で得ら
れたポリジオルガノシロキサンＨ３００部を、非イオン界面活性剤としてポリオキシエチ
レン（６モル）ラウリルエーテル４０部を用いて、ホモミキサーにより水２６０部に乳化
分散させて、ポリジオルガノシロキサンを５０重量％含有するエマルジョン（ＥＨ）を調
製した。
【００２４】
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【実施例１～９】
合成例９および合成例１０で得られた各水溶液およびエマルジョンを、表１に示した量配
合して合成繊維処理剤を調製した。得られた処理剤を、繊度６デニール、繊維長６５ｍｍ
のポリエステル製の布団綿用ステープルファイバーに対して、ポリオルガノシロキサンの
合計付着量が０．５重量％になるようにスプレーで吹き付けた後、室温で乾燥した。次い
で、１５０℃で５分間の加熱処理を施した。このようにして処理したポリエステル製布団
綿をＬＡＢＯＲＭＩＸＥＲ［ＴＥＸＴＥＳＴ社製］により解繊して重ねて評価用の布団綿
を作成した。得られた布団綿の平滑性および反発性を手による感触により測定して、以下
のように評価した。さらに、得られた合成繊維処理剤中に含まれるメタノールの量（理論
値）を次式に従って計算した。これらの結果を表１に示した。
［平滑性］
◎：極めて平滑性に富んだ羽毛様の風合いであった。
○：平滑性に富んだ風合いであった。
△：やや素硬で、平滑性にやや劣る風合いであった。
×：素硬で、平滑性に劣る風合いであった。
［反発性］
○：反発性が良好であった。
△：反発性があるが、やや不十分であった。
×：反発性が不十分であった。
【式１】

【００２５】
【比較例１～５】
合成例９および合成例１０で得られた各水溶液およびエマルジョンを、表１に示した量使
用して合成繊維処理剤を調製した。得られた処理剤を用いて実施例１と同様にしてポリエ
ステル製の布団綿用ステープルファイバーを処理して解繊し、布団綿を作成した。得られ
た布団綿の平滑性、反発性および合成繊維処理剤中のメタノールの含有量を実施例１と同
様にして測定して、表１に示した。
【００２６】
【比較例６、７】
合成例１０で得られたエマルジョンＥＥおよびＥＨに、Ｎ－β－（アミノエチル）－γ－
アミノプロピルメチルジメトキシシランを表１に示した量添加して合成繊維処理剤を調製
した。得られた各処理剤を用いて実施例１と同様にしてポリエステル製の布団綿用ステー
プルファイバーを処理して解繊し、布団綿を作成した。得られた布団綿の平滑性、反発性
および合成繊維処理剤中のメタノールの含有量を実施例１と同様にして測定して、表１に
示した。
【００２７】
【表１】



(13) JP 4597316 B2 2010.12.15

10

20

30

40

50【００２８】



(14) JP 4597316 B2 2010.12.15

【発明の効果】
本発明組成物は上記（Ａ）成分と（Ｂ）成分を主成分としているので、合成繊維に良好な
柔軟性、平滑性、反発性を付与して羽毛様の優れた風合いを付与し得るという特徴を有す
る。このような本発明組成物は、詰め綿用合成繊維の処理剤として好適である。
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